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１. 喜多見地区の特性

(1)自然特性

面積 K㎡

位置

標高・急傾斜地

喜多見－1



％

世帯数 世帯 昭和56年以前木造建物棟数密度 棟/K㎡

(2)社会特性

人口 人 細街路率

若年層数(15才未満) 人 土地利用(宅地) ％

１世帯あたり 人 耐火率 ％

高齢者数(65才以上) 人
鉄道駅 小田急小田原線喜多見駅

高齢者率(65才以上) ％

若年層率(15才未満) ％ 土地利用(宅地以外) ％

％

道路・公共交通機関

％

夜間の人口 人 工業 ％

昼間の人口 人

産
業

商業

昼夜間人口比 農業
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(2)社会特性

産業

町丁別昼間人口（推計）　平成22年国勢調査　世田谷区　平成25年6月
平成23年度土地利用現況調査データ 平成24年2月

世田谷区の町丁別人口と世帯数　平成27年9月1日現在
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半壊棟数 棟 負傷者 人

(3)被害想定

全壊棟数 棟 死者 人

震度分布

液状化分布

全焼棟数(倒壊建物含まず) 棟 うち重傷者 人
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(3)被害想定

被害棟数分布

首都直下地震等による東京の被害想定報告書  東京都防災会議  平成24年4月18日公表
世田谷区防災マップデータ　平成26年5月26日現在
マンホールトイレ設置場所　平成28年3月31日現在
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指定避難所 砧小 喜多見中 喜多見小 砧南小 砧南中

福祉避難所 博水の郷 砧工房分場キタミクリーンファーム 喜多見ホーム

医療救護所 砧南中学校

(4)防災資源

広域避難場所 きたみふれあい広場一帯 多摩川河川敷・二子橋一帯

東京都災害拠点病院

東京都災害拠点連携病院

帰宅支援ステーション 帰宅困難者支援施設 ヶ所

防災資源

広域用防災倉庫 喜多見広域用防災倉庫 きたみふれあい広場広域用防災倉庫

警察署・交番 鎌田駐在所 喜多見駐在所 東宝前交番 喜多見駅前交番

消防署

緑地 ヶ所

輸送拠点

給水拠点 砧下浄水所 砧浄水場

マンホールトイレ ヶ所 防災無線塔 ヶ所
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数
量

場
所

数
量

場
所

数
量

場
所

名
称

場
所

喜
多
見
北
部
町
会

○
喜
多
見
北
部
町
会
防
災
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

喜
多
見
北
部
町
会
防
災
防
犯
部

９ ０
○

○

喜
多
見
西
部
町
会

○
○

○
滝
下
橋
緑
道
中
央
広
場
東
側
倉
庫

滝
下
橋
緑
道
中
央
広
場
東
側
倉
庫

喜
多
見
中
部
町
会

○
○

○
喜
多
見
緑
道
防
災
倉
庫

町
会
内

(喜
多
見
中
部
町
会
防
災
マ
ッ
プ
に
記

載
)

防
災
服
４
着

喜
多
見
緑
道
防
災
倉
庫

喜
多
見
東
部
町
会

○
町
会
理
事
会
に
て
防
災
に
関
す
る

話
題
を
議
題
に
挙
げ
て
い
る
。

月
１
回

○
○

喜
多
見
一
丁
目
公
園
防
災
倉
庫

知
行
院
内
防
災
倉
庫

喜
多
見
一
丁
目
公
園
防
災
倉
庫

知
行
院
内
防
災
倉
庫

喜
多
見
一
丁
目
公
園
防
災
倉
庫

知
行
院
内
防
災
倉
庫

消
防
ホ
ー
ス

発
電
機

投
光
器

喜
多
見
一
丁
目
公
園
防
災
倉
庫

知
行
院
内
防
災
倉
庫

喜
多
見
上
部
自
治
会

地
域
防
災
隊

○
自
治
会
理
事
会
に
て
防
災
に
関
す

る
話
題
を
議
題
に
挙
げ
て
い
る
。

※
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
打
ち
合
わ

せ

月
1
回

○
○

自
治
会
事
務
所
隣
防
災
倉
庫

防
災
倉
庫
内

都
営
喜
多
見
二
丁
目

団
地
自
治
会

○
防
災
訓
練

地
域
点
検

１ １
○

○
各
棟

(廊
下
に
１
階
お
き
に
置
い
て
あ
る
)

各
棟

宇
奈
根
町
会

○
町
会
役
員
防
災

○
○

宇
奈
根
氷
川
神
社
倉
庫

宇
奈
根
氷
川
神
社
倉
庫

宇
奈
根
氷
川
神
社
倉
庫
（
３
台
）

各
町
会
役
員
宅
（
２
０
台
）

発
電
機
５

投
光
器
６

鎌
田
協
和
会

○
○

○
購
入
検
討
中

法
人
格

鎌
田
南
睦
会

○
○

○
鎌
田
南
睦
会
会
館
防
災
倉
庫

鎌
田
南
睦
会
会
館
内
備
品
棚

鎌
田
南
睦
会
会
館
防
災
倉
庫

鎌
田
南
睦
会
館
内
備
品
棚

三
角
公
園
防
災
倉
庫

消
火
器
街
路
配
置

（
会
員
宅
の
塀
を
利
用
し
て
設
置
）

各
団
体
防
災
活
動
～
現
在
の
取
り
組
み
～
(１
)

団
体
名

町
会
自
治
会
内
で
の

防
災
担
当
者
数

防
災
に
関
す
る
会
議

Ｄ
型
ポ
ン
プ

消
火
資
機
材
の
配
備

配
備

し
て
い
る

配
備

し
て
い
な
い

ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ

消
火
器

そ
の
他

防
災
活
動
、

資
機
材
配
備
等

の
実
施

実
施

し
て
い
る

実
施

し
て
い
な
い

会
議
名

実
施
回
数

(年
間
)

実
施

し
て
い
る

実
施

し
て
い
な
い
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回
数

実
施
場
所

回
数

実
施
場
所

訓
練
名
称

実
施
場
所

一
時

集
合 所

広
域

避
難

場
所

避
難 所

街
路

消
火
器

防
火

水
槽

震
災
用 井
戸

消
火 栓

そ
の
他

喜
多
見
北
部
町
会

○

①
喜
多
見
ふ
れ
あ
い
広
場

②
喜
多
見
駅
前
広
場

※
H
２
７
実
施
・
H
２
８
は
実
施
な

し

防
災
学
習
交
流
会

喜
多
見
地
区
会
館

○

喜
多
見
西
部
町
会

○
滝
下
橋
緑
道
中
央
広
場

○

喜
多
見
中
部
町
会

○
喜
多
見
中
学
校

成
城
消
防
署

D
型
ポ
ン
プ
実
習

(年
1
回
)

喜
多
見
緑
道

○
○

○
○

○
施
設
一
覧

公
衆
ト
イ
レ

給
水
拠
点

喜
多
見
東
部
町
会

○
喜
多
見
小
学
校

D
型
ポ
ン
プ
実
習

(月
１
回
)

防
災
倉
庫

(2
ヶ
所
)

○
○

※
マ
ッ
プ
で

は
な
く
、
町

会
名
簿
に

掲
載

喜
多
見
上
部
自
治
会

地
域
防
災
隊

○
次
大
夫
堀
公
園
え
の
き
ひ
ろ
ば

D
級
ポ
ン
プ
点
検
・
実

習
(２
～
３
ヶ
月
に
１
回
)

○
※
マ
ッ
プ

は
自
治
会

加
入
の
各

家
庭
に
配

布
済
み

○
○

○
○

○
○

○

都
営
喜
多
見
二
丁
目

団
地
自
治
会

○
地
域
内
公
園
、
集
会
所

○

宇
奈
根
町
会

○
宇
奈
根
氷
川
神
社

○

鎌
田
協
和
会

○
砧
南
小
学
校

鎌
田
天
神
社

社
務
所

防
災
講
習
会

町
会
研
修
会
の
中

で
実
施

○
○

○
水
害
時
避
難
経
路

法
人
格

鎌
田
南
睦
会

○
①
砧
南
中
学
校
（
避
難
訓
練
）

②
東
京
都
市
大
学
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
防
災
訓
練
、
隔
年
）

区
の
講
習
会

に
２
，
３
名
参

加
○

○
○

○
○

○
○

○
町
会
内
防
災
倉
庫

公
衆
電
話

各
団
体
防
災
活
動
～
現
在
の
取
り
組
み
～
(2
)

作
成
中

作
成

検
討
中

作
成

予
定
な
し

団
体
名

実
施

し
て
い
な
い

防
災
訓
練

救
命
救
急
講
習
会

そ
の
他

作
成
済

実
施

し
て
い
る

防
災
訓
練
等
の
実
施

防
災
マ
ッ
プ

掲
載
情
報
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喜
多
見
北
部
町
会

○
○

○
特
に
な
い

喜
多
見
西
部
町
会

○
○

○
喜
多
見
西
部
町
会
役
員

名
簿
に
よ
る
電
話
連
絡

喜
多
見
中
部
町
会

○
○

○
○

特
に
な
い

喜
多
見
東
部
町
会

○
○

○
特
に
な
い

喜
多
見
上
部
自
治
会

地
域
防
災
隊

○
○

○
○

○
特
に
な
い

都
営
喜
多
見
二
丁
目

団
地
自
治
会

○
○

○
狛
江
市

○
○

特
に
な
い

宇
奈
根
町
会

○
○

○
○

特
に
な
い

鎌
田
協
和
会

○
○

○
特
に
な
い

法
人
格

鎌
田
南
睦
会

２
（
但
し
、
１
名
は
前
役
員
）

○
○

○
○

特
に
な
い

防
災
士

把
握
し
て
な
い

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー

把
握
し
て
い
な
い

他
団
体
と
の
連
携

防
災
士
等
の
数

災
害
時
連
携
・
協
定

（
区
を
除
く
）

避
難
行
動
要
支
援
者
協
定

避
難
行
動
要
支
援
者
対
策

連
絡
手
段
の
確
保

連
絡
網
の
作
成
・
整
備

そ
の
他

団
体
名

各
団
体
防
災
活
動
～
現
在
の
取
り
組
み
～
(3
)

予
定
は
な
い

日
頃
か
ら
の
見
守
り
活
動

要
配
慮
者
体
験

そ
の
他

特
に
実
施
し
て
い
な
い

簡
易
無
線

協
定
締
結

特
に
な
し

連
携
先
・
内
容

協
定
先
・
内
容

締
結
し
て
い
る

検
討
中
で
あ
る

喜多見－9



喜
多
見
北
部
町
会

○
○

喜
多
見
地
区
会
館
倉
庫

（
以
前
給
与
を
受
け
た
記
録
は
あ
り
ま
す
が
詳
細
は
近

日
中
に
確
認
す
る
予
定
で
す
。
今
回
は
記
録
に
残
っ
て

い
る
も
の
を
書
き
ま
す
。
）

喜
多
見
西
部
町
会

○
○

ボ
ル
ト
カ
ッ
タ
ー
２
個

滝
下
橋
緑
道
中
央
広
場
東
側
倉
庫

滝
下
橋
緑
道
世
田
谷
通
倉
庫

（
リ
ア
カ
ー
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
み
）

喜
多
見
中
部
町
会

○
○

喜
多
見
中
部
町
会
集
会
所
倉
庫

喜
多
見
東
部
町
会

○
○

２
(大
、
小
)

喜
多
見
一
丁
目
公
園
防
災
倉
庫

喜
多
見
上
部
自
治
会

地
域
防
災
隊

○
○

自
治
会
事
務
所
隣
防
災
倉
庫

都
営
喜
多
見
二
丁
目

団
地
自
治
会

○
○

防
災
倉
庫

宇
奈
根
町
会

○
○

１ （大
）

寸
銅
な
べ
大
３
個

コ
ン
ロ
３
個

カ
マ
３
個

鍋
大
中
５
個

宇
奈
根
氷
川
神
社
倉
庫

鎌
田
協
和
会

○
○

神
社
内
倉
庫

法
人
格

鎌
田
南
睦
会

△
防
災
部
組
織
規
定
・
組
織
図

　
昭
和
５
３
年
５
月
作
成

○
１ （大
）

大
ハ
ン
マ
ー
１
個

１
２
ｍ
ロ
ー
プ
１
本

ト
ビ
口
６
つ

ト
ラ
ロ
ー
プ
多
数

エ
ン
ジ
ン
ソ
ー
１
個

電
動
ソ
ー
１
機

カ
ケ
ヤ
１
個

ハ
ン
ド
メ
ガ
ホ
ン
２
機

懐
中
電
灯
６
つ

角
ス
コ
ッ
プ
２
個

鎌
田
南
睦
会
会
館
防
災
倉
庫

鎌
田
南
睦
会
会
館
内
備
品
棚

三
角
公
園
防
災
倉
庫

保
管
場
所

配
備

し
て
い
な
い

配
備

し
て
い
る
リ
ヤ
カ
ー

ツ
ル
ハ
シ

そ
の
他

策
定
済
み

策
定
中
検
討
中
予
定
な
し

名
称

団
体
名

各
団
体
防
災
活
動
～
現
在
の
取
り
組
み
～
(４
)

バ
ー
ル
ス
コ
ッ
プ
手
お
の
の
こ
ぎ
り
ジ
ャ
ッ
キ

両
口

ハ
ン
マ
ー

は
し
ご
脚
立
担
架
救
急
セ
ッ
ト
ヘ
ル
メ
ッ
ト
救
助
工
具

セ
ッ
ト

防
災
活
動
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
除
く
）

救
出
救
助
に
係
る
資
機
材
の
配
備
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喜
多
見
北
部
町
会

○
喜
多
見
地
区
会
館
倉
庫

喜
多
見
西
部
町
会

○
ク
ラ
ッ
カ
ー
７
０
食

味
噌
汁
７
５
食

滝
下
橋
緑
道
世
田
谷
通
倉
庫

喜
多
見
中
部
町
会

○
喜
多
見
中
部
町
会
集
会
所
倉
庫

世
田
谷
区

喜
多
見
東
部
町
会

○
喜
多
見
小
学
校
防
災
倉
庫

喜
多
見
上
部
自
治
会

地
域
防
災
隊

○

都
営
喜
多
見
二
丁
目

団
地
自
治
会

○
防
災
倉
庫

消
火
隊
倉
庫

（
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、
発
電
機
の
み
）

宇
奈
根
町
会

○
宇
奈
根
氷
川
神
社
倉
庫

鎌
田
協
和
会

○
町
会
自
体
世
帯
数
が
少
な
く
、
予
算
等
の
関
係
で
充
分
な

備
蓄
品
を
購
入
出
来
な
い
。
ま
た
、
機
材
や
食
糧
備
蓄
等

の
場
所
の
確
保
も
難
し
い
。

法
人
格

鎌
田
南
睦
会

○

ビ
ス
ケ
ッ
ト

乾
パ
ン

お
か
ゆ
飲
料
水
缶
詰
類
レ
ト
ル
ト

食
品

そ
の
他

保
管
場
所

備
蓄
品
配
布
先

団
体
名

各
団
体
防
災
活
動
～
現
在
の
取
り
組
み
～
(５
)

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ

そ
の
他

災
害
用
食
料
非
常
用

ト
イ
レ

照
明
発
電
機

給
水

タ
ン
ク

食
糧
等
の
備
蓄

そ
の
他
の
防
災
活
動

備
蓄

し
て
い
な
い

備
蓄

し
て
い
る
ア
ル
フ
ァ
米

３．喜多見地区の課題と取り組み

喜多見地区は南北に長く、それぞれ課題も異なるため、 つのブロックに分

けて課題と対策を検討した。

【 班（喜多見北部町会・喜多見西部町会）】

初期消火

①課題 まちの消火器

今後の取り組み行政だけでなく家庭内でも消火器を増やすようにする。

②課題 スタンドパイプの導入

今後の取り組みスタンドパイプの設置場所を含め、具体的な導入を検討する。

安否確認

①課題 町会による要配慮者の支援

今後の取り組み行政に全て任せるのではなく、まちで避難計画をしていく必要

がある。

・希望者を募って事前に話し合いを行い、要配慮者や障害のあ

る方々がどのような不安を抱えているかを聞き、防災対策に

取り入れていく。

避難誘導

①課題 避難所が少なく、場所も遠い

今後の取り組み◉公共施設に頼るのではなく、私有地にも交渉して避難できる場

所を増やす。

◉「災害時における相互応援協定」を結んでいる狛江市の学校の

ほうが近いのでこちらにも避難できるように訓練する。

②課題 避難を優先する

今後の取り組み火災への対処に重点を置くのではなく、まずは自らの命を助ける

ことを第一とするように周知していく。

情報収集・情報伝達

①課題 町会が活動するための地区防災本部が必要

今後の取り組み北部町会と西部町会との合同で地域住民に情報収集・伝達のため

の拠点を作りたい。

・喜多見地区会館の耐震性も含め、どこに設置するかを検討す

る。

②課題 災害時の情報収集・伝達手段の確保

今後の取り組みメール・ ・スマートフォンのアプリ・ ・ などで

きるだけ多くの手段を活用する。

・日頃から練習をしておく。
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